
Geo Engineer's Studio
Ver.2

O p e r a t i o n  G u i d a n c e　操作ガイダンス





本書のご使用にあたって

本操作ガイダンスは、おもに初めて本製品を利用する方を対象に操作の流れに沿って、操作、入力、処理方
法を説明したものです。

ご利用にあたって

最新情報は、製品添付のＨＥＬＰのバージョン情報をご利用下さい。
本書は、表紙に掲載時期の各種製品の最新バージョンにより、ご説明しています。
ご利用いただく際には最新バージョンでない場合もございます。ご了承下さい。

お問い合わせについて

本製品及び本書について、ご不明な点がございましたら、ご所有の本製品のインストール用ＣＤ－ＲＯＭなど
から「問い合わせ支援ツール」をインストールして戴き、製品画面上から、問い合わせ支援ツールを利用した
簡単なお問い合わせ方法をご利用下さい。環境などの理由でご使用いただくことが可能ではない場合には
弊社、「サポート窓口」へメール若しくはＦＡＸにてお問い合わせ下さい。
なお、ホームページでは、最新バージョンのダウンロードサービス、Ｑ＆Ａ集、ユーザ情報ページ、ソフトウェ
アライセンスのレンタルサービスなどのサービスを行っておりますので、合わせてご利用下さい。

ホームページ　www.forum8.co.jp

サポート窓口　ic@forum8.co.jp

FAX　0985-55-3027

本製品及び本書のご使用による貴社の金銭上の損害及び逸失利益または、第三者からのいかなる請求につ
いても、弊社は、その責任を一切負いませんので、あらかじめご承知置き下さい。
製品のご使用については、「使用権許諾契約書」が設けられています。
ＶＩＥＷＥＲ版でのご使用については、「ＶＩＥＷＥＲ版使用権許諾契約書」が設けられています。
Ｗｅｂ認証（レンタルライセンス、フローティングライセンス）でのご使用については、「レンタルライセンス、
フローティングライセンス版使用権許諾契約書」が設けられています。

※掲載されている各社名、各社製品名は一般に各社の登録商標または商標です。

© 2019 FORUM8 Co., Ltd. All rights reserved.



目次

5 第1章　製品概要

5 1　プログラム概要
5 1－1　機能概要
5 1－2　プリプロセッサ（前処理）
5 1－3　プロセッサ（解析部）
6 2　機能および特長
6 2－1　解析種別
6 2－2　解析次元
6 2－3　ソフトウェアの特長
6 2－4　境界条件
6 2－5　要素ライブラリ
6 2－6　構成モデル
7 2－7　荷重
7 2－8　弾塑性地盤解析(GeoFEAS2D)との機能比較一覧
8 3　適用範囲
9 4　フローチャート

10 第2章　操作ガイダンス　トンネル

10 1　トンネル
10 1－1　基本データ
11 1－2　モデル作成
18 1－3　メッシュ分割
34 2　解析実行・結果確認
35 3　データ保存

36 第3章　操作ガイダンス　液状化・弾完全塑性モデル

36 1　液状化・弾完全塑性モデル
36 1－1　基本データ
37 1－2　モデル作成
45 1－3　メッシュ分割
47 1－4　ステージ設定
59 2　解析実行・結果確認
60 3　データ保存

62 第4章　Q&A

62 1　機能・概要編
62 2　プレ操作編(入力関連)
68 3　ポスト操作編(結果表示関連)



第1章　製品概要

1　プログラム概要
1－1　機能概要
本製品は、平面ひずみ解析、軸対称解析を対象とした、静的な地盤の応力～変形解析を行う2次元弾塑性地盤解析プログラ
ムです。土留め掘削解析、シールドトンネル掘削解析、液状化解析など地盤に連動する多くの土木構造物の断面力・変位、お
よび地盤の変形解析を実施する場合に、威力を発揮する汎用FEM製品です。本製品は、①プリプロセッサ（前処理）、②プ
ロセッサ（解析部）、③ポストプロセッサ（後処理）の3つの部分で構成されています。プリプロセッサ(前処理)ではCAD的操
作で解析条件を入力し、プロセッサ（解析部）では解析実行、ポストプロセッサ（後処理）では解析結果の処理・可視化を行
います。

1－2　プリプロセッサ（前処理）
解析次元の選択、解析モデルの入力、メッシュ分割、各解析ステージにおける条件設定を行います。

■　モデル作成
CAD的な操作で、モデル作成領域に解析モデルを描画しながら作成します。この時、解析モデルが、三角形または四角形の
ブロックの集合になるように入力します。
■　メッシュ分割
解析モデルを構成する各線分に対して分割数を指定し、メッシュ分割を行います。

■　ステージ設定
[ステージ設定]-[要素定義]：解析モデルに対し要素を定義し材料パラメータを入力します。掘削・盛土領域の指定などを行
います。
[ステージ設定]-[解析条件]：荷重、境界条件などの解析条件を設定します。

1－3　プロセッサ（解析部）
プリプロセッサ（前処理）で生成された入力データを受け取り、解析を行います。

1－4　ポストプロセッサ（後処理）
プロセッサ（解析部）]の出力結果を処理します。
結果図や数値の出力・確認を行います。本プログラムでは、主に以下の出力を行うことができます。
・ モデル図
・ 変形図
・ ベクトル図
・ コンタ図
・ 分布図
・ 数値出力
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2　機能および特長
2－1　解析種別
■ 静的全応力解析

2－2　解析次元
■ 平面ひずみ解析
■ 軸対称解析

2－3　ソフトウェアの特長
■　ステージ解析
ステージ解析（施工ステップ解析）を実施することができます。ステージごとに、材料定数の変更、境界条件の変更、掘削時
の応力解放率の設定が可能です。

■　液状化による自重変形解析
「平成19年河川構造物の耐震性能照査指針」、「平成28年河川構造物の耐震性能照査指針」に対応した「液状化前」、「液
状化時」、「液状化後の体積圧縮」の変形解析を行うことができます。

■　局所安全率
積分点ごとに局所安全率を算出することができます。

2－4　境界条件
境界条件として以下の種類を定義することができます。

■　節点自由度拘束（水平ローラ、鉛直ローラ、固定、強制変位）

2－5　要素ライブラリ
以下の要素を定義することができます。
種類 項目 2次元 軸対称 備考
線要素 梁1次要素 ○ －

棒1次要素 ○ －
軸バネ ○ － バネ支点含む
せん断バネ ○ － バネ支点含む
回転バネ × －
分布軸バネ × －
分布せん断バネ × －

面要素 3節点3角形要素 ○ ○ 2次元・軸対称解析用1次要素
4節点4角形要素 ○ ○ 2次元・軸対称解析用1次要素
6節点3角形要素 ○ ○ 2次元・軸対称解析用2次要素
8節点4角形要素 ○ ○ 2次元・軸対称解析用2次要素

※「×」は未対応。「-」は対象外。

2－6　構成モデル
■平面ひずみ要素・軸対称要素の構成モデル
平面ひずみ要素・軸対称要素の構成モデルとして、弾性モデルを適用できます。

■梁要素、棒要素、バネ要素など
梁要素、棒要素、バネ要素を適用することができます。
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2－7　荷重
以下の荷重を考慮することができます。

■　集中荷重
節点集中荷重(2次元・軸対称)  

■　等分布荷重、分布荷重
線形分布荷重(2次元・軸対称)

■　体積荷重（自重）
鉛直加速度（2次元・軸対称）

■　地震荷重
水平応答加速度(2次元)
鉛直応答加速度(2次元)

■　節点水圧(2次元・軸対称)
本プログラムは、全応力解析（地盤の透水現象を考慮しない解析）を行うプログラムですが、水圧を節点荷重として考慮する
ことにより水圧の変化が地盤に及ぼす影響を検討することができます。

2－8　弾塑性地盤解析(GeoFEAS2D)との機能比較一覧
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3　適用範囲
本プログラムは、主に以下の検討に使用することができます。

・　地盤の応力・変形解析
・　土留め掘削解析
・　シールドトンネル掘削時の周辺地盤影響解析
・　NATM工法におけるトンネル施工検討解析
・　水圧の変動が地盤に及ぼす影響の検討
・　地盤と構造物の相互作用の検討
・　応答震度法
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4　フローチャート

開始

モデル 作成

メッシュ分割

結果確認

ステージ設 定

終了

解 析実行

 

Pre部

 

Post部
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第2章　操作ガイダンス　トンネル

1　トンネル
サンプルデータ「Tunnel.ges」を例題として作成します。
トンネル掘削時の周辺地盤影響解析を扱ったデータです。
こちらのデータはLite、Standardの両グレードで対応しています。
各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。

解析は以下の条件とします。
①地盤は２次元平面ひずみモデルとする。
②解析は２次元弾性FEM解析とする。
③トンネル掘削に伴う、近接杭基礎への影響解析を目的とする。

1－1　基本データ

「初期入力」を選択し、「確定」ボタンをクリックします。

左メニューの「基本データ」をクリックします。
メッシュモード、解析次元はデフォルトのまま「確定」をクリッ
クします。
なお、必要に応じてタイトル、コメント等を入力してください。
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1－2　モデル作成
作成

左メニューの「モデル作成」をクリックします。
トンネル断面（内側の円）を正多角形描画モードで描きます。

① 右ツールメニューから正多角形描画モード　　を選択しま

す。

② トンネルを設置する中央付近にマウスを移動し、右クリック-
「正多角形の登録」を選択します。

値を入力し、「確定」ボタンをクリックします。

中心座標
X:0.000m
Y:-12.500m

半径
2.500m

分割数
24

上メニュー  　  や　　　で描画された円全体を表示します。

メッシュ分割補助線用にトンネル円の外側にも円を描きます。

先程と同様に右クリック-「正多角形の登録」を選択します。

11



値を入力し、「確定」ボタンをクリックします。

中心座標
X:0.000m
Y:-12.500m

半径
5.000m

分割数
24

メッシュ分割補助線用に、外側の矩形（高さ15m×幅15m）を
描きます。

右ツールメニューから直線の登録 　　　を選択します。

「追加」ボタンをクリックします。
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座標値を入力して「確定」ボタンを2回クリックし、登録画面を
閉じます。

X(m) Y(m)
1 -7.500 -5.000
2 7.500 -5.000
3 7.500 -20.000
4 -7.500 -20.000
5 -7.500 -5.000

左図のような外形となることを確認します。

メッシュ分割を行うために、事前にモデル内部の形状を全て四
角形もしくは三角形で分割します。

トンネル断面(円)メッシュ分割補助線を入力します。

右ツールメニューからグリッドの設定 を選択し、「グリッド

にスナップ」のチェックを外して「確定」ボタンをクリックしま
す。

※座標軸が不要な場合は、［オプション-表示項目の設定］の
「座標軸を表示する」のチェックを外して下さい。
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トンネル周辺を部分拡大し、直線描画モード 、水平線描

画モード 、垂線描画モード などを用いて、左図に従っ

て補助線を引きます。

補助線が引き終わったら、右ツールメニューから交点生成モー

ド をクリックして交点を生成します。

トンネル断面(円)メッシュ分割補助線を入力します。

直線描画モード 、水平線描画モード 、垂線描画モー

ド などを用いて、下図のように補助線を引きます。

（直 線、垂 線は少し長めに引き、外側の矩 形と交 差させま
す。）

補助線が引き終わったら、右ツールメニューから交点生成モー

ド をクリックして交点を生成します。
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余分な線分を削除します。

右ツールメニューから矩形選択モード を選択し、削除した

い線分をドラッグして囲みます。

削除する線分が赤線で表示されます。
右クリック-「削除」を選択または「Delete」キーをクリックしま
す。
同様に残り３面の線分も削除します。

1層目の地層形状を入力します。
右ツールメニューから直線の登録　　を選択し、「追加」ボタ

ンをクリックします。
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値を入力し、「確定」ボタンを２回クリックし、登録画面を閉じ
ます。

X(m) Y(m)
1 -25.000 0.000
2 25.000 0.000
3 25.000 -20.000
4 -25.000 -20.000
5 -25.000 0.000

2層目の地層形状を入力します。
右ツールメニューから直線の登録　　を選択し、「追加」ボタ

ンをクリックします。

値を入力し、「確定」ボタンを２回をクリックし、登録画面を閉
じます。

X(m) Y(m)
1 -25.000 -20.000
2 25.000 -20.000
3 25.000 -25.000
4 -25.000 -25.000
5 -25.000 -20.000

トンネル周辺の補助線を、左図に従って水平線描画モード

、垂線描画モード で作成します。
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杭、並びに周辺補助線を入力します。
右ツールメニューから直線の登録　　を選択し、「追加」ボタ

ンをクリックします。

下図に従って座標値をNo.1～No.6まで追加します。

最後に「確定」ボタンをクリックします。

【No.1】
X(m) Y(m)

1 10.000 0.000
2 10.000 -25.000

【No.2】
X(m) Y(m)

1 12.000 0.000
2 12.000 -25.000

【No.3】
X(m) Y(m)

1 14.000 0.000
2 14.000 -25.000

【No.4】
X(m) Y(m)

1 -9.000 0.000
2 -9.000 -25.000

【No.5】
X(m) Y(m)

1 -25.000 -4.000
2 25.000 -4.000

【No.6】
X(m) Y(m)

1 -25.000 -21.000
2 25.000 -21.000

右ツールメニューから交点生成モード　　をクリックして交

点を生成します。
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ブロック化

1－3　メッシュ分割
定義

モデル作成「ブロック化」タブに切り替えます。
左図のようにブロックが生成されていたら「確定」をクリック
し、画面を閉じます。

モデルを作成してから、初めて本タブを選択した場合には、プ
ログラム内部で三角形と四角形を自動認識してブロックを生
成し、自動的にブロック化された部分は塗りつぶし表示されま
す。

モデルを変更する場合には、本タブで変更箇所のブロックを解
除してから[モデル作成]-[作成]タブに戻り、モデルを編集してく
ださい。モデルを更新した場合は、再度本タブを選択しただけ
では自動ブロック化は行いません。
この場合は必ず、右ツールメニューの自動ブロック化　　を

実行して下さい。

メッシュ分割の条件を設定します。

左メニューの「メッシュ分割」タブをクリックし、「定義」タブに
切り替えます。

右ツールメニューから選択モード　　もしくは矩形選択モー

ド　　　を選択し、分割数を定義する線分を選択します。
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現在選択されていない線分を選択すると赤い太線で選択表示
され、既に選択されている線分を選択すると選択が解除され
た状態になります。

右ツールメニューの分割条件の設定ボタン　　　をクリックす

るか右クリックで表示されるポップアップメニューより「分割条
件の設定」を選択します。

分割数を入力し、「確定」ボタンをクリックします。

□（四角）の中に書いてある数字が分割数です。
下図に従って各分割数の設定を行います。
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プログラム内部でメッシュ分割を行い、その結果を表示しま
す。

「確認」タブに切り替えます。

節点の表示ボタン　　：

クリックすると、節点(■)を表示／非表示します。
節点番号の表示ボタン　　：

クリックすると、節点番号を表示／非表示します。
要素番号の表示ボタン　　：

クリックすると要素番号を表示／非表示します。

初期応力解析用という位置づけで、トンネルのない現状を再現
します。

左メニューの「ステージ設定」タブをクリックし、「追加」ボタ
ンをクリックします。

ステージ名称を「初期応力」と入力します。

ソリッド要素を定義します。

右ツールメニューから選択モード　　もしくは矩形選択モー

ド（BOX掛け）　　、矩形選択モード（BOX囲み）　　と、

ソリッド要素選択　　を選択します。

※矩形選択モード（BOX囲み）　　で梁要素を囲まれること

をお薦めします。

プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。
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ブロックを選択すると赤色塗りつぶし状態で選択表示されま
す。(既に選択されているブロックを選択すると選択が解除さ
れた状態になります。)

右ツールメニューから、編集／決定　　をクリックするか、右

クリック-「編集」を選択します。

左図に従って「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパ
ティ番号を割り当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定
し、「確定」ボタンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。

前述の操作にてソリッド要素（地盤）を地層数分定義します。
なお、最後の地層は、次の手順が便利です。

① 右クリック-「未設定領域を全選択」を選択します。

② 右ツールメニューから、編集／決定　　 ボタンをクリックす
るか、右クリック-[編集]を選択します。
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「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパティ番号を割り
当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定し、「確定」ボ
タンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。

右ツールメニューからソリッド要素のプロパティ設定　　をク

リックします。

構成則、方式を選択します。

プロパティNo. 構成則 方式
1 弾性 線形弾性
2 弾性 線形弾性

左下「材料パラメータ設定」ボタンをクリックします。
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値を入力し、「確定」ボタンを２回をクリックし、設定画面を閉
じます。

プロパティNo. 名称 E(仮数) E(指数)
×10

ｖ

1 風化土 2.000000 4 0.3500
2 軟岩 1.000000 6 0.3000

「解析条件」タブに切り替えます。

（節点に条件を与える場合は、上部の「節点を描画する」に
チェックを入れますと、操作がスムーズに行えます。）

節点自由度拘束を設定します。

右ツールメニューから左列の矩形選択（節点）モード　　を

クリックします。

左図に従って一番左側と一番右側の列のそれぞれ一番下１点を
残し、節点を選択します。
（現在選択されていない節点を選択すると赤点で選択表示さ
れます。既に選択されている節点を選択すると選択が解除さ
れた状態になります。）
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右ツールメニューから節点自由度拘束の設定　　をクリック

するか、右クリック-「節点自由度拘束」を選択します。

各自由度の拘束条件を入力し、「確定」ボタンをクリックしま
す。

水平-拘束条件：
拘束

鉛直-拘束条件：
自由

最下段の節点も同様に節点自由度拘束を設定します。

右ツールメニューから左列の矩形選択（節点）モード　　を

クリックします。

左図に従って一番下の節点を選択します。
（現在選択されていない節点を選択すると赤点で選択表示さ
れます。既に選択されている節点を選択すると選択が解除さ
れた状態になります。）
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既設基礎設置

解析条件を設定します。
※2列並んでいるアイコングループの内、左側を使用します。

解析条件の設定　　をクリックし、左図に従って「本ステー

ジ追加節点の変位をゼロにする」にチェックを入れ、「確定」ボ
タンを2回クリックします。

「追加」ボタンをクリックし、ステージ名称を「既設基礎設
置」と入力します。

右ツールメニューから節点自由度拘束の設定　　をクリック

するか、右クリック-「節点自由度拘束」を選択します。

各自由度の拘束条件を入力し、「確定」ボタンをクリックしま
す。

水平-拘束条件：
拘束

鉛直-拘束条件：
拘束
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右ツールメニューから編集／決定　　をクリックするか、右ク

リック-「編集」を選択し、左図に従ってプロパティ番号、名称、
描画色を設定して「確定」ボタンをクリックします。

本ダイアログを閉じると、プロパティ番号が割り当てられた線
分上に梁要素を示す「B」が表示されます。

同様にプロパティ番号を割り当てる線分を選択します。

右ツールメニューから選択モード もしくは矩形選択モード

（BOX掛け） 、矩形選択モード（BOX囲み） と、梁

要素選択 を選択します。

※矩形選択モード（BOX囲み） で梁要素を囲まれることを

お薦めします。

左図に従ってプロパティ番号を割り当てる線分を選択します。
（現在選択されていない線分を選択すると赤い太線で選択表
示されます。既に選択されている線分を選択すると選択が解
除された状態になります。）

右ツールメニューから選択モード もしくは矩形選択モード

（BOX掛け） 、矩形選択モード（BOX囲み） と、梁

要素選択 を選択します。

※矩形選択モード（BOX囲み） で梁要素を囲まれることを

お薦めします。

左図に従ってプロパティ番号を割り当てる線分を選択します。
（現在選択されていない線分を選択すると赤い太線で選択表
示されます。既に選択されている線分を選択すると選択が解
除された状態になります。）
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① 右ツールメニューから梁要素のプロパティ設定　　をク

リックし、値を入力します。

プロパティ
No.

使用状況 名称 γt
(kN/㎥)

構成則

1 使用中 コンクリート基礎 24.500 線形弾性
2 使用中 鋼管杭 77.000 線形弾性

② 左下「材料パラメータ設定」ボタンをクリックします。

右ツールメニューから編集／決定　　をクリックするか、右ク

リック-「編集」を選択し、左図に従ってプロパティ番号、名称、
描画色を設定して「確定」ボタンをクリックします。
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上半掘削

値を入力し、「確定」ボタンを3回クリックし、設定画面を閉じ
ます。

プロパティ
No.

名称 A(仮数)
(㎡)

A(指数)
×10

I(仮数)
(m4)

1 コンクリート基礎 1.500000 0 0.281250
2 鋼管杭 0.148000 0 0.000880

プロパティ
No.

I(指数)
×10

E(仮数)
(kN/㎡)

E(指数)
×10

1 0 2.500000 7
2 0 2.000000 8

解析条件を設定しない時は、左図のような警告が表示されま
すが、「はい」を選択します。（以降各ステージ同様）

トンネル断面を掘削します。本ステージでは上半分を掘削しま
す。
本プログラムでは、前ステージの解析条件を全て継承しますの
で、変更箇所のみを設定すれば結構です。
3次元効果を勘案し掘削領域の応力解放率を40％としていま
す。

「追加」ボタンをクリックし、ステージ名称を「上半掘削」と入
力します。

① 中央の円部分を拡大し、右ツールメニューから
選択モード　　もしくは矩形選択モード（BOX掛け）　　、矩
形選択モード（BOX囲み）　をクリックします。（メッシュが

細かい場合は選択モード　　でメッシュを1つずつ選択した方
が便利です。）

② 掘削領域選択 をクリックします。
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上半完成

左図に従って円の上半分を選択します。
（現在選択されていないブロックを選択すると赤色塗りつぶし
状態で選択表示されます。既に選択されているブロックを選択
すると解除された状態になります。）

右ツールメニューから編集／決定　　をクリックするか、右ク

リック-「決定」を選択します。

① 右ツールメニューから応力解放率の設定　　をクリックし

ます。

② 値を入力し、「確定」ボタンを2回クリックし、ステージ設定
画面を閉じます。

ステージNo. 応力解放率
3 0.40
4 0.60

トンネル断面の上半部分にコンクリートを吹付け掘削を完了し
ます。
本プログラムでは、前ステージの解析条件を全て継承しますの
で、変更箇所のみを設定すれば結構です。
この時点で掘削領域の応力解放率を残りの60％とします。

梁要素を定義します。

「追加」ボタンをクリックし、ステージ名称を「上半完成」と入
力します。
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① 右ツールメニューから選択モード　　と梁要素選択

をクリックします。

② プロパティ番号を割り当てる線分を左図に従って半円の外
周に沿って選択します。（現在選択されていない線分を選択す
ると赤い太線で選択表示されます。既に選択されている線分
を選択すると選択が解除された状態になります。）

③ 編集／決定　　をクリックするか右クリック-「編集」を選

択します。

プロパティ番号、名称、描画色を左図に従って設定し、「確定」
ボタンをクリックします。

ダイアログを閉じると、プロパティ番号が割り当てられた線分
上に梁要素を示す「B」が表示されます。
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下半掘削

右ツールメニューから梁要素のプロパティ設定　　を選択

し、「材料パラメータ設定」ボタンをクリックします。

トンネル断面の下半分を掘削します。（1-3-3 上半掘削と同じ手
順となります。）
3次元効果を勘案し掘削領域の応力解放率を40％としていま
す。

「追加」ボタンをクリックし、ステージ名称を「下半掘削」と入
力します。

値を入力し、「確定」ボタンを3回クリックして設定画面を閉じ
ます。

プロパティ
No

名称 A(仮数)
(㎡)

A(指数)
×10

1 コンクリート基礎 1.500000 0
2 鋼管杭 0.1480000 0
3 覆工 1.000000 -1

I(仮数)
(m4)

I(指数)
×10

E(仮数)
(kN/㎡)

E(指数)
×10

0.281250 0 2.500000 7
0.000880 0 2.000000 8
8.333330 -5 3.400000 6
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① 中央の円部分を拡大し、
右ツールメニューから選択モード　　　もしくは

矩形選択モード（BOX掛け）　　、矩形選択モード（BOX囲

み）　　をクリックします。

（メッシュが細かい場合は選択モード　　でメッシュを1つず

つ選択した方が便利です。）

② 掘削領域選択　　をクリックします。

① 右ツールメニューから応力解放率の設定　　をクリックし

ます。

② 値を入力し、「確定」ボタンを2回クリックし、ステージ設定
画面を閉じます。

ステージNo. 応力解放率
5 0.40
6 0.60

左図に従って円の下半分を選択します。
（現在選択されていないブロックを選択すると赤色塗りつぶし
状態で選択表示されます。既に選択されているブロックを選択
すると解除された状態になります。）

右ツールメニューから編集／決定　　をクリックするか、右ク

リック-「決定」を選択します。
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下半完成

トンネル断面の下半部分にコンクリートを吹付け掘削を完了し
ます。（1-3-4 上半完成と同じ手順となります。）
この時点で掘削領域の応力解放率を残りの60％とします。

「追加」ボタンをクリックし、ステージ名称を「下半完成」と入
力します。

① 右ツールメニューから選択モード　　と梁要素選択

をクリックします。

② プロパティ番号を割り当てる線分を左図に従って半円の外
周に沿って選択します。（現在選択されていない線分を選択す
ると赤い太線で選択表示されます。既に選択されている線分
を選択すると選択が解除された状態になります。）

③ 編集／決定　　をクリックするか右クリック-「編集」を選

択します。

プロパティ番号「３」を選択すると、先程設定した項目が自動
的に入力されます。
最後に「確定」ボタンをクリックします。
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2　解析実行・結果確認

ダイアログを閉じると、プロパティ番号が割り当てられた線分
上に梁要素を示す「B」が表示されます。

「確定」ボタンを2回クリックして画面を閉じます。

① 上メニューから解析実行ボタンをクリックします。

② フォルダの右隣にある「参照」ボタンをクリックし、解析部
用の入出力ファイルを格納するフォルダを選択します。

フォルダの指定後、ファイル名の欄にベース名（拡張子を除い
たファイル名）を入力します。

③「実行」ボタンをクリックします。

解析用入力ファイルを作成する旨の確認メッセージが表示さ
れますので、フォルダ名およびファイル名に間違いがないかを
確認し、「OK」ボタンをクリックします。

解析が開始されると計算状況をガイド表示します。

※解析中に他のアプリケーションを使用したい場合
解析中はCPUの使用率が高くなります。
したがいまして、解析中に他のアプリケーションを動作させよ
うとした場合に、「正常に動作しない」「動作に時間がかかる」
などの症状が発生する可能性があります。
そのような場合には、「一時停止」ボタンをクリックして解析を
一時中断することができます。

34

第２章　操作ガイダンス



3　データ保存

完了後、自動的にPostProcessorが起動します。以下の種類の
描画や表示が可能です。

・モデル図
・変形図
・主応力図
・主ひずみ図
・コンタ図
・断面力図
・数値出力

保存を行わずにプログラムを終了させようとした場合、左図の
ような確認メッセージが表示されます。
保存する場合は「いいえ」を選択し、作業画面に戻ります。

「はい」を選択すると、データは保存されずに終了しますので
ご注意ください。

「ファイル」-「名前を付けて保存」からデータを保存します。
既存のデータに上書きする場合は「ファイル」-「上書き保存」
を選択します。

35



1　液状化・弾完全塑性モデル
サンプルデータ「計算事例-02.ges」を例題として作成します。
液状化層よりも上の地層を弾完全塑性（MC）でモデル化している解析事例です。
なお、このサンプルはStandard版用のデータとなります。  
各入力項目の詳細については製品の【ヘルプ】をご覧ください。

1－1　基本データ

「初期入力」を選択し、「確定」ボタンをクリックします。

左メニューの「基本データ」をクリックします。
メッシュモード、解析次元を設定し、「確定」をクリックしま
す。
なお、必要に応じてタイトル、コメント等を入力してください。

メッシュモード：オート(四角形)
解析次元：平面ひずみ解析
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1－2　モデル作成

左メニューの「モデル作成」をクリックします。

右ツールメニューから直線の登録　　を選択し、「追加」ボタ

ンをクリックします。
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値を入力し、「確定」ボタンを２回クリックし、登録画面を閉じ
ます。

【No.1】
X(m) Y(m)

1 0.000 -18.000
2 150.000 -18.000

【No.2】
X(m) Y(m)

1 0.000 -13.420
2 150.000 -13.420

【No.3】
X(m) Y(m)

1 0.000 -8.320
2 150.000 -8.320

【No.4】
X(m) Y(m)

1 0.000 -5.920
2 150.000 -5.920

【No.5】
X(m) Y(m)

1 0.000 -1.920
2 150.000 -1.920

【No.6】
X(m) Y(m)

1 0.000 0.000
2 150.000 0.000

【No.7】
X(m) Y(m)

1 0.000 2.000
2 150.000 2.000

【No.8】
X(m) Y(m)

1 0.000 -18.000
2 0.000 2.000

【No.9】
X(m) Y(m)

1 30.192 -18.000
2 30.192 2.000

【No.10】
X(m) Y(m)

1 57.123 -18.000
2 57.123 2.000

【No.11】
X(m) Y(m)

1 60.192 -18.000
2 60.192 2.000

【No.12】
X(m) Y(m)

1 61.192 -18.000
2 61.192 1.000

【No.13】
X(m) Y(m)

1 62.960 -18.000
2 62.960 2.000

【No.14】
X(m) Y(m)

1 70.360 -18.000
2 70.360 2.000

【No.15】
X(m) Y(m)

1 73.124 -18.000
2 73.124 2.000
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左の図のようになります。

【No.16】
X(m) Y(m)

1 75.924 -18.000
2 75.924 2.000

【No.17】
X(m) Y(m)

1 81.124 -18.000
2 81.124 2.000

【No.18】
X(m) Y(m)

1 85.000 -18.000
2 85.000 1.000

【No.19】
X(m) Y(m)

1 90.000 -18.000
2 90.000 2.000

【No.20】
X(m) Y(m)

1 120.000 -18.000
2 120.000 2.000

【No.21】
X(m) Y(m)

1 150.000 -18.000
2 150.000 2.000

【No.22】
X(m) Y(m)

1 61.192 1.000
2 87.750 1.000
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右ツールメニューから直線の登録　　を選択し、「追加」ボタ

ンをクリックします。
値を入力し、「確定」ボタンを２回クリックし、登録画面を閉じ
ます。

【No.1】
X(m) Y(m)

1 61.842 2.000
2 70.242 6.200

【No.2】
X(m) Y(m)

1 70.242 6.200
2 73.242 6.200

【No.3】
X(m) Y(m)

1 73.242 6.200
2 76.042 4.800

【No.4】
X(m) Y(m)

1 76.042 4.800
2 81.242 4.800

【No.5】
X(m) Y(m)

1 81.242 4.800
2 86.842 2.000

【No.6】
X(m) Y(m)

1 62.960 2.000
2 70.360 5.700

【No.7】
X(m) Y(m)

1 70.360 5.700
2 73.124 5.700

【No.8】
X(m) Y(m)

1 73.124 5.700
2 75.924 4.300

【No.9】
X(m) Y(m)

1 75.924 4.300
2 81.124 4.300

【No.10】
X(m) Y(m)

1 81.124 4.300
2 85.500 2.000

【No.11】
X(m) Y(m)

1 70.242 6.200
2 70.360 5.700

【No.12】
X(m) Y(m)

1 70.360 5.700
2 70.360 2.000

【No.13】
X(m) Y(m)

1 73.242 6.200
2 73.124 5.700

【No.14】
X(m) Y(m)

1 73.124 5.700
2 73.124 2.000
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左の図のようになります。

【No.15】
X(m) Y(m)

1 76.042 4.800
2 75.924 4.300

【No.16】
X(m) Y(m)

1 75.924 4.300
2 75.924 2.000

【No.17】
X(m) Y(m)

1 81.242 4.800
2 81.124 4.300

【No.18】
X(m) Y(m)

1 81.124 4.300
2 81.124 2.000
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右ツールメニューから直線の登録　　を選択し、「追加」ボタ

ンをクリックします。
値を入力し、「確定」ボタンを２回クリックし、登録画面を閉じ
ます。

【No.1】
X(m) Y(m)

1 57.123 2.000
2 60.192 1.500

【No.2】
X(m) Y(m)

1 57.123 0.000
2 60.192 0.500

【No.3】
X(m) Y(m)

1 60.192 1.500
2 60.842 1.500

【No.4】
X(m) Y(m)

1 60.192 1.500
2 61.192 1.000

【No.5】
X(m) Y(m)

1 60.842 1.500
2 61.192 1.000

【No.6】
X(m) Y(m)

1 60.842 1.500
2 61.842 2.000

【No.7】
X(m) Y(m)

1 61.192 1.000
2 62.960 2.000

【No.8】
X(m) Y(m)

1 60.192 0.500
2 61.192 0.500

【No.9】
X(m) Y(m)

1 61.192 0.500
2 62.960 0.000

【No.10】
X(m) Y(m)

1 85.500 2.000
2 85.000 1.000

【No.11】
X(m) Y(m)

1 85.500 2.000
2 85.500 1.000

【No.12】
X(m) Y(m)

1 85.500 1.000
2 85.000 0.000

【No.13】
X(m) Y(m)

1 85.500 1.000
2 87.750 1.000

【No.14】
X(m) Y(m)

1 87.750 2.000
2 87.750 1.000
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左の図のようになります。

【No.15】
X(m) Y(m)

1 87.750 1.000
2 90.000 0.000
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右ツールメニューから交点生成モード　　をクリックして交

点を生成します。

ブロック化

モデル作成「ブロック化」タブに切り替えます。
左図のようにブロックが生成されていたら「確定」をクリック
し、画面を閉じます。

モデルを作成してから、初めて本タブを選択した場合には、プ
ログラム内部で三角形と四角形を自動認識してブロックを生
成し、自動的にブロック化された部分は塗りつぶし表示されま
す。

モデルを変更する場合には、本タブで変更箇所のブロックを解
除してから[モデル作成]-[作成]タブに戻り、モデルを編集してく
ださい。モデルを更新した場合は、再度本タブを選択しただけ
では自動ブロック化は行いません。
この場合は必ず、右ツールメニューの自動ブロック化　　を

実行して下さい。
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1－3　メッシュ分割
定義

メッシュ分割の条件を設定します。

左メニューの「メッシュ分割」タブをクリックし、「定義」タブに
切り替えます。

右ツールメニューから選択モード　　もしくは矩形選択モー

ド(BOX囲み)　　　を選択し、分割数を定義する線分を選択し
ます。

現在選択されていない線分を選択すると赤い太線で選択表示
され、既に選択されている線分を選択すると選択が解除され
た状態になります。
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右ツールメニューの分割条件の設定ボタン　　　をクリックす

るか右クリックで表示されるポップアップメニューより「分割条
件の設定」を選択します。

分割幅を入力し、「確定」ボタンをクリックします。

□（四角）の中に書いてある数字が分割数です。

左図のように分割幅を設定します。

左右端の鉛直線と水平線：
3.0m

その他の鉛直線と水平線：
1.0m
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プログラム内部でメッシュ分割を行い、その結果を表示しま
す。

「確認」タブに切り替えます。

節点の表示ボタン　　：

クリックすると、節点(■)を表示／非表示します。
節点番号の表示ボタン　　：

クリックすると、節点番号を表示／非表示します。
要素番号の表示ボタン　　：

クリックすると要素番号を表示／非表示します。

確認

1－4　ステージ設定
初期応力解析

左メニューの「ステージ設定」タブをクリックし、「追加」ボタ
ンをクリックします。

ステージ名称を「Stage-1」と入力します。
解析状態を「液状化前」に設定します。

ソリッド要素を定義します。

右ツールメニューから選択モード　　もしくは矩形選択モー

ド（BOX掛け）　　、矩形選択モード（BOX囲み）　　と、

ソリッド要素選択　　を選択します。

※矩形選択モード（BOX囲み）　　で梁要素を囲まれること

をお薦めします。

プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。
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ブロックを選択すると赤色塗りつぶし状態で選択表示されま
す。(既に選択されているブロックを選択すると選択が解除さ
れた状態になります。)

右ツールメニューから、編集／決定　　をクリックするか、右

クリック-「編集」を選択します。

左図に従って「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパ
ティ番号を割り当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定
し、「確定」ボタンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。

前述の操作方法と同様に、ソリッド要素（地盤）を定義しま
す。

①プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。

② 右ツールメニューから、編集／決定　　 ボタンをクリックす
るか、右クリック-[編集]を選択します。
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「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパティ番号を割り
当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定し、「確定」ボ
タンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。

前述の操作方法と同様に、ソリッド要素（地盤）を定義しま
す。

①プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。

② 右ツールメニューから、編集／決定　　 ボタンをクリックす
るか、右クリック-[編集]を選択します。

「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパティ番号を割り
当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定し、「確定」ボ
タンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。
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前述の操作方法と同様に、ソリッド要素（地盤）を定義しま
す。

①プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。

② 右ツールメニューから、編集／決定　　 ボタンをクリックす
るか、右クリック-[編集]を選択します。

「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパティ番号を割り
当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定し、「確定」ボ
タンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。

前述の操作方法と同様に、ソリッド要素（地盤）を定義しま
す。

①プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。

② 右ツールメニューから、編集／決定　　 ボタンをクリックす
るか、右クリック-[編集]を選択します。
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「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパティ番号を割り
当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定し、「確定」ボ
タンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。

前述の操作方法と同様に、ソリッド要素（地盤）を定義しま
す。

①プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。

② 右ツールメニューから、編集／決定　　 ボタンをクリックす
るか、右クリック-[編集]を選択します。

「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパティ番号を割り
当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定し、「確定」ボ
タンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。
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前述の操作方法と同様に、ソリッド要素（地盤）を定義しま
す。

①プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。

② 右ツールメニューから、編集／決定　　 ボタンをクリックす
るか、右クリック-[編集]を選択します。

「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパティ番号を割り
当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定し、「確定」ボ
タンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。

前述の操作方法と同様に、ソリッド要素（地盤）を定義しま
す。

①プロパティ番号を割り当てるブロックを選択します。

② 右ツールメニューから、編集／決定　　 ボタンをクリックす
るか、右クリック-[編集]を選択します。
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「ソリッド要素の設定」ダイアログにて、プロパティ番号を割り
当て、名称、描画色、塗りつぶしパターンを設定し、「確定」ボ
タンをクリックします。

※描画色はブロック選択色が赤色なので、赤色以外を選択さ
れることをお奨めします。

右ツールメニューからソリッド要素のプロパティ設定　　をク

リックします。

左図のように設定を行います。
(下記表に記載されている数値以外はデフォルトのままです。)

プロパティNo. γt(kN/㎥) 構成則
1 18.000 弾・完全塑性
2 19.000 バイリニア弾性
3 20.000 バイリニア弾性
4 20.000 弾性
5 20.000 弾性
6 20.000 弾性
7 24.500 弾性
8 19.000 弾性

左下「材料パラメータ設定」ボタンをクリックします。
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「線形弾性モデル」タブをクリックし、値を入力します。
(下記表に記載されている数値以外はデフォルトのままです。)

プロパティNo. E(仮数) E(指数)
×10

ｖ

4 8.120000 4 0.3330
5 1.092000 5 0.3000
6 1.344000 5 0.3330
7 2.000000 7 0.2000
8 1.960000 4 0.2000

「MC方式」タブをクリックし、値を入力します。
(下記表に記載されている数値以外はデフォルトのままです。)

プロパティNo. E(仮数) E(指数)
×10

ｖ C Φ

1 1.400000 4 0.3330 1.0000 30.000

「液状化材料1」タブをクリックし、値を入力します。
(下記表に記載されている数値以外はデフォルトのままです。)

「確定」を2回クリックし、画面を閉じます。

プロパティNo. 上載圧の
計算方法

G0(仮数) G0(指数)
×10

ｖ0

2 3 1.890000 4 0.3330
3 3 2.413000 4 0.3330

N値 Y0 FC D50

18.0 0.000 5.300 0.22400
23.0 -4.000 9.300 0.19200
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「解析条件」タブに切り替えます。

（節点に条件を与える場合は、上部の「節点を描画する」に
チェックを入れますと、操作がスムーズに行えます。）

節点自由度拘束を設定します。

右ツールメニューから左列の矩形選択（節点）モード　　を

クリックします。

左図に従って一番左側と一番右側の列のそれぞれ一番下１点を
残し、節点を選択します。
（現在選択されていない節点を選択すると赤点で選択表示さ
れます。既に選択されている節点を選択すると選択が解除さ
れた状態になります。）

右ツールメニューから節点自由度拘束の設定　　をクリック

するか、右クリック-「節点自由度拘束」を選択します。
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各自由度の拘束条件を入力し、「確定」ボタンをクリックしま
す。

水平-拘束条件：
拘束

鉛直-拘束条件：
自由

最下段の節点も同様に節点自由度拘束を設定します。

右ツールメニューから左列の矩形選択（節点）モード　　を

クリックします。

左図に従って一番下の節点を選択します。
（現在選択されていない節点を選択すると赤点で選択表示さ
れます。既に選択されている節点を選択すると選択が解除さ
れた状態になります。）

右ツールメニューから節点自由度拘束の設定　　をクリック

するか、右クリック-「節点自由度拘束」を選択します。

各自由度の拘束条件を入力し、「確定」ボタンをクリックしま
す。

水平-拘束条件：
拘束

鉛直-拘束条件：
拘束
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解析条件を設定します。
※2列並んでいるアイコングループの内、左側を使用します。

解析条件の設定　　をクリックし、左図に従って「本ステー

ジ追加節点の変位をゼロにする」にチェックを外し、「確定」ボ
タンをクリックします。

「水位の設定」タブをクリックし、水位線を設定します。

右メニュー「水位線の登録」　　　をクリックし、値を入力し
ます。
「確定」を2回クリックします。

X(m) Y(m)
1 -10.000 0.655
2 160.000 0.655
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「追加」ボタンをクリックし、ステージ名称が「Stage-2」に
なっていることを確認します。

「解析条件」タブをクリックし、解析条件を設定します。
※2列並んでいるアイコングループの内、左側を使用します。

解析条件の設定　　をクリックして左図に従って値を入力

し、「確定」ボタンを2回クリックします。

応力・変位解析　E：
-2

地表面加速度規定面のY座標：
2.000

地表面における設計水平震度：
0.450

「追加」ボタンをクリックし、ステージ名称が「Stage-3」に
なっていることを確認します。
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「解析条件」タブをクリックし、解析条件を設定します。
※2列並んでいるアイコングループの内、左側を使用します。

解析条件の設定　　をクリックして左図に従って値を入力

し、「確定」ボタンを3回クリックします。

応力・変位解析　E：
-5

2　解析実行・結果確認

① 上メニューから解析実行ボタンをクリックします。

② フォルダの右隣にある「参照」ボタンをクリックし、解析部
用の入出力ファイルを格納するフォルダを選択します。

フォルダの指定後、ファイル名の欄にベース名（拡張子を除い
たファイル名）を入力します。

③「実行」ボタンをクリックします。

解析用入力ファイルを作成する旨の確認メッセージが表示さ
れますので、フォルダ名およびファイル名に間違いがないかを
確認し、「OK」ボタンをクリックします。
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解析が開始されると計算状況をガイド表示します。

※解析中に他のアプリケーションを使用したい場合
解析中はCPUの使用率が高くなります。
したがいまして、解析中に他のアプリケーションを動作させよ
うとした場合に、「正常に動作しない」「動作に時間がかかる」
などの症状が発生する可能性があります。
そのような場合には、「一時停止」ボタンをクリックして解析を
一時中断することができます。

完了後、自動的にPostProcessorが起動します。以下の種類の
描画や表示が可能です。

・モデル図
・変形図
・主応力図
・主ひずみ図
・コンタ図
・分布図
・数値出力

保存を行わずにプログラムを終了させようとした場合、左図の
ような確認メッセージが表示されます。
保存する場合は「いいえ」を選択し、作業画面に戻ります。

「はい」を選択すると、データは保存されずに終了しますので
ご注意ください。

3　データ保存
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「ファイル」-「名前を付けて保存」からデータを保存します。
既存のデータに上書きする場合は「ファイル」-「上書き保存」
を選択します。
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第4章　Q&A

1　機能・概要編

Q1-1

A1-1

トンネル掘削による周辺地盤の変形解析において「掘削解放率」の設定はできるか？
また、併設トンネルの掘削で、先行トンネルの「掘削解放率」が100%未満の状態で後行トンネルの掘削を入力することは
できるか？

掘削解放率の設定は可能です。
例えば、
（1）Stage1で自重計算
（2）Stage2で先行トンネルを掘削する。
この先行トンネルの解放率を40％、次のStage3で残りの60％に設定。
（3）Stage3で後行トンネルを掘削する。
この後行トンネルの解放率を100％に設定。
というような段階施工検討ができます。
本プログラムでは、[ステージ設定]ウィンドウの[要素定義]タブの右側に並んでいるボタン群の一番下に[掘削解放率の設
定]ボタンがありますので、そちらより設定していただけます。

Q1-2

A1-2

軸対象解析と平面歪解析の使い分け

軸対象問題とは、円形基礎のように、平面的に360度同じ形状の場合に、その断面(半径分の断面)を入力し解析すること
で３次元的な扱いになります。
平面ひずみ問題は、２次元鉛直断面による解析で、トンネル断面とか土留め断面などの一般的な断面に対する解析になり
ます。
よって、通常は、こちらの解析になると考えられます。

Q1-3

A1-3

結果を印刷する方法は？

結果を印刷する方法は、何を印刷するかによって異なります。
入力データを確認するためにメッシュデータやコントロールデータを印刷したい場合は、テキスト形式の入力データファイ
ル（*.sta *.Msh）をNotepadやエディターソフトで開き印刷します。
変形量や応力ひずみについては、ポストプロセッサーでコンタ図や分布図を表示し、[値の確認]をするとファイルに出力し
ますので、入力データファイル同様に印刷します。
また、画像を印刷したい場合は、表示した画面上でマウス右クリックすると[コピー]や[ファイル保存]ができますので、画像
をそのまま paint等の描画ソフトで出力するか、wordに貼り付けて出力します。

2　プレ操作編(入力関連)

Q2-1

A2-1

応力解放率とは？

例えば、トンネル掘削を考えた場合、掘削断面のすぐそばに切羽面があります。その場合、トンネル断面に全ての応力が集
中するのではなく、切羽面でも応力を負担します。
例えば、NATM設計施工指針平成８年などでは、この場合(掘削直後)の解放率を0.3～0.4としています。トンネル掘削がさ
らに進み、その検討断面に支保工を設置する時点では、トンネル断面で全ての応力を負担するようになりますので、残り
の0.7～0.6を負担することになります。
SampleのTunnel.GF2なども参考にして下さい。

Q2-2

A2-2

DXFファイルの読み込みは可能か？

可能です。
モデル作成の際にAutoCAD（DWG、DXF）ファイル、またはSXF（SFC、P21）ファイルのインポートに対応しております。
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Q2-3

A2-3

Qメッシュ分割の際、メッシュの大きさをどのくらいに設定したらよいか？

何メートルメッシュでなければならないというような規定はありません。そのため、これぐらいの大きさでメッシュ分割し
なさいという助言も致しかねる状況です。
メッシュ分割を非常に細かくすれば、FEMの計算結果は厳密解に近づくと言われていますが、その確認は簡単ではないと
いうことのようです(はじまて学ぶ有限要素法：地盤工学会より)。
群馬大学の蔡先生のセミナー資料によると、要素数を３倍にしても、安全率のオーダーとしては、小数第三位に違いがあ
るだけのようです。よって、あまり、細かく分割する必要はないのではないかと思われます。
メッシュ分割において、中間節点の指定を有(2次要素)にすることも計算精度を向上させる手法だと思います。メッシュ分
割の定義タブの右側最下段のボタンで設定してみてください。

Q2-4

A2-4

SXFファイルのインポートで、SXFファイルの座標（0，0）とGeoFEAS上の座標を一致させたい。

SXFファイルのインポートでは、SXFファイルに保存されている座標情報（実寸）をそのまま読み込みます。
お手持ちのCADソフトにて、スケールシートの原点や各座標値をご確認ください。

Q2-5

A2-5

ジョイント要素とばね要素の違い

両方とも地盤と地盤、地盤と構造物との間における変形を表現するときに用い、長さや体積を持たずに剛性だけで規定し
ます。
ジョイント要素は、圧縮状態であれば変形せず引っ張りやせん断が規定値を越えると、すべりや剥離などの不連続面を
表すために用いられます。
ばね要素は圧縮時でも引っ張り時でも同じ剛性を保ちます。

Q2-6

A2-6

梁要素と棒要素の違い

梁要素はせん断、軸力、曲げモーメントを伝達する構造部材に対して用います。
棒要素は、一般にはトラス要素とも呼ばれ送電鉄塔などボルトでアングルを接合して組み立てるような曲げモーメントを
考慮しない場合に用います。また二重鋼矢板締切りのタイロッドも該当します。

Q2-7

A2-7

自動をブロック化をおこなってメッシュ→確認を行った場合と自動ブロック化を行わずにメッシュ→確認をおこなった場合
でメッシュの生成までにかかる時間が大きく異なる

自動ブロック化は、解析対象としている領域を認識する過程のことを意味しているますので、メッシュから始まる場合は
解析対象の認識がないので、それだけ短時間になります。
また、メッシュ生成そのものに違いがあるということであれば、解析対象領域に違いがあることも考えられます。

Q2-8

A2-8

作成済みのモデルの節点を移動して形状を修正する方法

以下の手順で修正して下さい。
1.モデル作成－作成画面で「選択モード」を指定する
2.移動したい節点を選択する
※選択した節点が赤く表示されます
3.その状態で右クリックし、ポップアップメニューの「座標値修正(P)」を選択する
4.選択した節点の現在の座標が表示されているので、修正後のX座標、Y座標を入力し、「確定」する
5.なお、複数の節点を移動するような場合、メッシュを切った後の節点に影響することがあるので、既に流れたデータで
あってもモデル作成ー作成のメニュー以降の確認が必要です。

Q2-9

A2-9

斜面の計算で、地下水位を考慮した場合としない場合の２通りを計算したいが、別々に実行したほうのがよいか、ステージ
を分けて実行した方がよいか？

地下水位を考慮した場合としない場合について、一つのデータの中でステージを分けた場合、前のステージの応力等を引
き継ぐので注意が必要です。
むしろ別々のデータを作成したほうが、目的に沿った解析ができます。



Q2-10

A2-10

解析条件の設定の「本ステージ追加節点の変位をゼロにする」とはどういうことか

追加節点の変位をゼロにするという意味は、盛土や埋め戻しによって施工基面ＦＬまで土を盛るため変位量は、施工の過
程で吸収されてしまうため、最終的には所定のレベルまで土がある（見かけ上は変位がない）ことを表します。
ステージ１の場合は、白紙の状態から現状地盤を作成するので、いわば所定の形状まで盛土したのと同じことになりま
す。
現状地盤では変形していないわけですから「追加節点の変位をゼロとする」チェックをするのが正解です。
ステージ２で盛土した場合は、盛土による即時沈下を見たい場合はチェックを外しておき、所定のＦＬまで盛土するとい
うモデルであればチェックしておきます。
ちなみに掘削の場合は削除であって追加節点ではないので、「追加節点の変位をゼロにする」のチェックをしても変位は
リセットされることはなく、解析結果に対して何も影響しません。

Q2-11

A2-11

トンネルの解析後、沈下防止のため地盤改良を実施したい場合、どの時点でのステージを用いたらよいか

沈下防止のための地盤改良ということであれば、沈下の原因（解放応力もしくは荷重がかかる）のあるステージと同じス
テージでプロパティ設定を変更します。
あるいは、トンネル掘削の前にステージを追加しておいてプロパティ設定を変更しても同じことになります。
すなわち、トンネル掘削に伴い沈下が生じる場合は、同じステージにおいてプロパティ設定を変更すれば、そのステージの
プロパテイを基に掘削時の変形を解析します。
プロパティ設定の変更するには、たとえば初期応力解析で１から３までの材質番号を最初に使っていたなら、地盤改良部
分に相当する材質番号として新たに４番目の材質番号を設定し、初期の材質番号と入れ替える必要があります。

Q2-12

A2-12

あるステージから梁要素を削除（撤去）することはできるか？

梁要素の解除は可能です。以下の手順で行って下さい。
1.ステージ設定で梁要素を削除（撤去）するステージを選択する。
2.[選択モード]ボタンもしくは[矩形選択モード]ボタンをクリックする。
3.[梁要素選択]ボタンをクリックする。
4.該当する線分を選択する。
5.[解除]ボタンをクリックする。

ヘルプ「操作方法」－「プレ編」－「ウィンドウ/ダイアログ」－「[ステージ設定]ウィンドウ」の『[要素定義]タブ』をクリック
し
・梁要素を設定する
・要素設定を解除する
をご覧下さい。

Q2-13

A2-13

掘削個所の水位はどのように入力したらよいか

通常解析の場合、水位線を入力することで水圧荷重を計算します。
たとえばＧＬ－０ｍに地下水位があった場合にＧＬ－１０ｍの深さの地盤では水圧荷重として98.1kN/m2の等方等圧荷重
がかかることになります。
掘削後の開放部分では排水されることになるので、掘削底面等の実際の地下水位線を入力すればよいと考えられます。

Q2-14

A2-14

シールドの覆工部分を本製品でモデル化する場合、
　・セグメントを要素定義する
　・実際に線で厚みを持たせて物性値を入力する
上記に違いがあるのか？

梁要素を用います。
ソリッド要素を使うと間違いというわけではありませんが、一般にセグメントの厚さは周辺地盤の大きさからすると薄い
のでソリッド要素としても肉厚方向にメッシュ分割は困難です。すると厚さ方向には１つのソリッド要素で断面力を評価す
ることになるので、梁要素から比べると精度が落ちます。
なお、梁要素は断面積や断面２次モーメントを材料パラメータとして入力しますが、解析モデル（メッシュ図）では厚さの
ない線として表現されます。
参考文献としては、トンネルライブラリー第１６号「山岳トンネルにおける模型実験と数値解析の実務」、土木学会編など
をご覧になると良いでしょう。

Q2-15

A2-15

軸対称解析を行う場合、対称軸の境界条件はｙ方向自由、ｘ方向拘束でよいか？

軸対称の軸はＹ軸となります。
Ｙ軸回りに杭などを解析する場合はＹ軸でＹ方向自由、Ｘ方向固定が正しい境界条件です。
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Q2-16

A2-16

CADファイルから読み込んだデータを使ってモデルを作成する方法

CADのファイル（DXF, DWG, SFC, P21形式）をインポートし、本体のモデル作成画面にて４角形あるいは３角形のブロッ
クで構成されるモデルに修正します。
次に、モデル作成-確認で自動ブロック化をします。白抜き部分があれば再度モデルを確認し、修正して作業を繰り返しま
す。

Q2-17

A2-17

水位の設定はどのような際に使用するのか

一般に水の影響を間隙水圧として考慮するのは有効応力法ですが、本製品の場合は全応力法を用いており、水圧荷重と
して外力として考慮します。マンホールやボックスカルバートのような揚圧力を考慮する場合、構造物周辺から水圧荷重を
掛けて浮き上がりの検討をすることができます。

Q2-18

A2-18

地下水位がある場合は、考慮した方がよいのか

地下水位があれば必ず水圧荷重を考える必要はありません。土留め壁のような場合には、全応力の水平土圧に水圧が含
まれているとすれば、特に水位を入力する必要はありません。既に水平土圧算出時考慮されていることになります。

Q2-19

A2-19

下記メッセージが表示された場合の対処方法は？
　　-------------------
　　警告
　　モデル形状と旧ブロック形状に相違があります。
　　追加または変更した箇所を再度ブロック化してください。
　　-------------------

一度作成済みのモデルを修正して、[モデル作成]-[決定]　のタブを選択すると修正があるのでブロック化が必要なので警
告表示します。右側アイコンの[自動ブロック化]をクリックしてください。

Q2-20

A2-20

矢板掘削を検討する際、掘削底面より上に水位があった場合、掘削面の水位は自動に掘削面まで引き下げられて検討され
るのか

水位線は自動的に変化することはありません。地下水位よりも下に掘削面があれば、水圧荷重として掘削面に作用しま
す。

Q2-21

A2-21

水位以下の物性値は浮力を考慮し、単位体積重量等に変化があるか

材料物性は通常の湿潤単位重量を入力します。地下水を入力しても土の材料物性には変化がありません。
構造物に作用する力として土による力、水による力とそれぞれ別々に計算します。

Q2-22

A2-22

強制変位の入力方法

境界条件で拘束として、数字を入れる欄に強制変位量を入力してください。



Q2-23

A2-23

場所打ち杭の施工手順でモデル化したい

ステージ設定をし、ステージ１では初期応力解析、ステージ２で掘削、ステージ３で[盛土]のコマンドを使用してコンク
リート打設を表現することが考えられます。
ただし、平面ひずみとして場所打ち杭の部分を掘削すると、奥行き方向に無限に長く掘りのような掘削になりますので、
円形に掘削することが考慮されていないことをご注意ください。
杭だけのモデルであれば軸対象として解析することも考えられます。

Q2-24

A2-24

シールドトンネルの応力解放率はどのように設定したらよいか

掘削時に20%，あるいは30%を設定し、残りのステージで合計すると100%となるように応力解放をセットすればよいか
と存じます。

Q2-25

A2-25

一軸の試験値E50を使用する場合、GeoFEASでは初期変形係数Eoを入力するので、Eo=αE50（α=4）とします、とありま
す。道路橋示方書に試験根拠でαの記載とあるように、孔内水平載荷についても一軸圧縮同様、標準貫入による推定換算
と違い、測定試験からの値なので同様にα=4と考えてよいでしょうか？

孔内水平載荷試験による変形係数とN値との関係式は、
E=700・N
です。孔内水平載荷試験結果と室内試験結果E50を同等みなしてよいでしょう。
本製品では、初期変形係数E0（ひずみの微小なレベル）を設定します。その場合は、以下のようになります。
　　　E0=2800・N
従って、ご質問の回答としては、α＝４と考えてよいでしょう。

Q2-26

A2-26

オートメッシュで分割したいが、モデル作成の時のどのような条件が必要となるか？

セミオートの場合は三角形あるいは四角形の閉図形でなければならないという条件がありますが、オートメッシュの場合
は基本的には閉図形となっていれば分割可能です。

Q2-27

A2-27

モデル作成後に自動ブロック化した際に，閉図形になっているのにブロック化されない箇所が出るがどうすれば良いか？

まずメッシュ分割モードがセミオートとなっているか、オートメッシュとなっているかご確認ください。
セミオートの場合、モデル作成の段階で三角形あるいは四角形の閉図形になっている必要があります。
メッシュ分割モードに問題がなければ、ブロック化されない箇所の節点を拡大してご確認ください。
よくある現象としては、全体表示では閉図形に見えますが、拡大すると図形頂点の節点が僅かにずれていて閉図形となっ
ていない場合があります。

Q2-28

A2-28

CADファイルをインポートした時、CAD上の原点が本製品ではずれてしまうがどうすればよいか？

CADファイル上のセンター(0，0)が、本製品にインポートするとずれる場合は、インポート後に以下の手順で修正します。
(１)　原点とすべき節点を選択する
(２)　右クリックしてメニューを呼び出し「選択された節点を原点とする」を実行する。
(３)　(1)で選択した節点が(0，0)となる
もし元のCADの原点位置に節点がない場合は本製品側で一旦その位置に節点を作成し、上記の手順で全体を移動した
後で不要な節点を削除することで移動可能と考えられます。

Q2-29

A2-29

計算時にエラー（終了しない）となるが原因がわからない。土質パラメータなどには問題がないと思うが、どんな原因が考
えられるか？

計算時のエラーについては様々な原因が考えられますが、ステージ設定や土質条件などに問題がない場合は、よくある
ケースとしてモデル自体に問題がある場合があります。
例えば、データ作成後にモデル作成の「作成」でなんらかの修正をした場合は、必ず自動ブロック化をする必要がありま
すが、線分や点を修正した後、自動ブロック化せずに設定を進めて計算を実行すると予期せぬエラーが生じます。
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Q2-30

A2-30

オートメッシュで地上から突出したような梁要素を含んだメッシュが生成できない

当社が採用しているオートメッシュのライブラリは、閉図形から突出している線分については対応していません。

Q2-31

A2-31

各ステージの荷重について、荷重の変化が無い場合はどのように入力すれば良いか？

本プログラムでは、前ステージと次ステージの差を増分として、荷重の変化（増分）をもとに解析します。

Q2-32

A2-32

境界条件について、一般的に「底面は固定あるいは水平ローラー、側面は鉛直ローラー」を設定すると思うが、何かもとに
なる基準はあるか？
また、底面については、何を根拠に固定か水平ローラーかを決めればよいか？

境界条件とは基準に記載されるものではなく解析理論からどのようなモデルを設定するかによります。
たとえば堤体の場合は横断面をモデルにするので、基盤面に相当するレベルでは変位はゼロとみなし境界条件を設定す
るので「固定」とします。
横は、左右方向の変位が本体に影響がないほど離れているとみなせる位置に境界を設定し、鉛直方向は沈下や隆起を考
慮するので鉛直ローラとします。

Q2-33

A2-33

杭を梁要素ではなくソリッド要素でモデル化したいが、幅はどうすれば良いか？

ソリッド要素で杭を表現する場合、基礎幅で換算するとすれば弾性係数を固定として断面積から幅を算出するか、幅を杭
径に固定しておいて弾性係数を換算することが考えられます。

Q2-34

A2-34

二次要素（中間節点有り）で計算したいが、どこで設定すればよいか

[メッシュ分割]-[定義]タブの右側のツールバーに「中間節点の指定」ボタンがありますので、そこから設定画面開いて設定
して下さい。

Q2-35

A2-35

補強土壁の補強材（ストリップ）を解析に組み込む場合において解析モデルはどれを選択すべきか？

補強材は構造部材となりますので棒要素か梁要素で表現するのが一般的となります。

Q2-36

A2-36

ソリッド要素のプロパティ等の入力データは印刷できるのか？

メニューの「ファイル」-「印刷プレビュー」-「解析条件」-「プレビュー」からご選択ください。

Q2-37

A2-37

家屋荷重や一時的な重機荷重を想定した帯荷重や集中荷重のような荷重設定を行いたい

任意の分布荷重および集中荷重を設定をすることは可能です。
[ステージ設定]-[解析条件]タブより設定することができます。

Q2-38

A2-38

２重節点を入力したい

２重節点の入力には対応しておりません。
対象の節点に対して近傍点を設けてその間をバネ要素で結ぶことで便宜的に設定いただくことは可能です。

Q2-39

A2-39

解析実行時の出力データをネットワーク上の場所を指定したいのだが、 「解析用入力・出力ファイルの保存フォルダが存
在しません。」と表示される。
解析用ファイル設定のタブで、フォルダの「参照」をクリックしても、ネットワークが選択できない。

出力ファイルをネットワーク上にあるフォルダに保存したい場合は、予めネットワークドライブの割り当てを行う必要があ
ります。
Windows 10/8.1/8/7 では、「コンピューター」または「PC」を開き画面上部のリボンより「ネットワーク ドライブの割り当
て」から設定を行えます。
設定後、 [解析用ファイル設定]から参照ボタンを選択し、[ディレクトリの選択]-[ドライブ]より切り替えを行うことが出来
ます。



Q2-40

A2-40

CADファイルからインポートをする場合、単位はメートルになるのでしょうか、ミリメートルになるのでしょうか？

本プログラムの解析モデルの入力単位は「メートル」です。
CADファイルをインポトートする場合に、スケールを有しているCAD形式でありましたら、インポートしたデータはメート
ル単位になりますが、ファイル種別がDXFファイルでは1.0が1.0mmで管理されているため、CADソフトにてスケールを千
倍してメートル単位にしてからインポートしてご使用下さい。

3　ポスト操作編(結果表示関連)

Q3-1

A3-1

絶対変位、相対変位とは？

絶対変位は、初期解析モデルに対して、どの程度変位したのかを表示します。
一方、相対変位は、指定された対象ステージから、どの程度変位したのか(差分)を表示します。
例えば、Stage1は初期応力解析用のステージとした場合に、このStage1の状態から、どの程度変位したのかを知りたい
場合は、相対変位で、対象ステージをStage1とします。
数値確認においても、画面で指定した変位量が出力されます。ただし、コンタ図は絶対変位のみの扱いになります。

Q3-2

A3-2

１ステップ目の解析で鉛直変位が全くでない

該当するステージで、解析条件画面の右列左下の「解析条件の設定」ボタンを押して、入力画面を開きますと、［□本ス
テージ追加節点の変位をゼロにする］という設定があります。
本ステージにおいて、変位が発生するとお考えの場合はOFFにして下さい。同画面の［ヘルプ］ボタンを押して表示される
ヘルプの説明もご一読下さい。

Q3-3

A3-3

解析後、「リストのインデックスが範囲を超えています」というメッセージが表示される

入力したモデルの中に一部空白あるいは材料プロパテイ設定がされていない要素（メッシュ）がある可能性があります。
画面上で小さすぎて見分けがつかない要素が設定されている場合に発生します。
入力データファイルを弊社サポート窓口＜ic@forum8.co.jo＞までお送りください。
※データファイルをお送りいただく場合は、圧縮してメールに添付くださいますようよろしくお願いいたします。

Q3-4

A3-4

地盤変位がステージ１しか求まらない

新しくステージを追加して解析する場合、解析実行時に[全ステージ]を選び全て実行させてください。

Q3-5

A3-5

サンプルデータの「dodome.GF2」の解析結果で、数値出力結果の回転変位は何を示しているか

出力マニュアルに説明がありますが、梁要素と連結されているソリッド要素について出力しています。
ソリッド要素の自由度はX， Y方向の変位だけです。
梁要素の場合はそれらに加え回転角があります。
梁要素の回転角は周辺の地盤を考慮して計算されます。
梁要素の回転角とは、梁の始点i端と終点j端の変位差をその距離で割った値です。
梁理論で曲げモーメントによって発生する曲率のたわみ角を回転角ということもありますが、GeoFEAS2Dでは部材間の
変位差を部材長で割った角度を回転角のことを回転変位としています。
回転の符号は時計回りに正です。
単位はラジアンです。

Q3-6

A3-6

断面力図の表示で曲げモーメント図と[値の確認]で出力する曲げモーメントの符号について教えて下さい

梁の曲げモーメントの定義は、梁を水平に置いて左を i端、右をj端としてi端で時計回りに回転する方向に正の方向です。
スパン中央に集中荷重が下向きに作用するなら、i端では正の曲げモーメントが発生します。
同一部材において j端で見るなら、釣り合う方向すなわち反時計回りに曲げモーメントが作用しますが、 j端で見ると反時
計回りが正の方向です。
この場合、必ず左手にi端から右手にj端を見て曲げモーメントの符号と回転する向きを整合させる必要があります。

第4章　Q&A



Q3-7

A3-7

ライナープレートの剛性を換算する方法を教えてほしい

ライナープレートと換算する断面積を一致させ、換算断面の肉厚を求めます。
換算断面の肉厚から断面２次を求め、ライナープレートの曲げ剛性EIと一致させるようにヤング率を変えます。
ライナープレートの断面をソリッド要素で表現すると、断面諸元（断面積、断面二次モーメント I )はメッシュを作成すると
きの要素の幅で厚さが決まります。
材料プロパティとしてヤング係数 E とポアソン比を入力します。
曲げ剛性EIを等しくするという考え方は、ライナープレートは断面２次が大きいので、鋼板（メッシュの厚さを持つ）として
入力したのでは剛性が低く評価されます。
そこでライナープレートの断面２次の倍率をヤング係数に掛けてあげることで、曲げ剛性EIの値を一致させる考え方で
す。

Q3-8

A3-8

X方向の変位量、Y方向の変位量の+、-の符号の向きは？

変位量は全体座標系で表示されます。
ポスト処理では右側に向かう方が正です。
横軸にX軸とし、右手に向かって＋
縦軸にY軸を取り、上に向かって＋とします。
したがって正方向は隆起量、負方向は沈下量となります。

Q3-9

A3-9

強制変位を設定したが、解析結果を見ると、与えた強制変位が一致しないのは何故か？
強制変位と結果の変位は一致するはずでは？

お考えの通り、例えばある節点に強制変位のみが与えられている場合、その節点における強制変位量と結果の変位は一致
します。
例えば「Stage1：自重」と「Stage2：強制変位」の２ステージ設定した場合、強制変位はステージ２で与えておりますの
で、結果はステージ２のみの変位を見る必要があります。
（絶対変位ですとステージ１での自重変形が含まれてしまいますので、ステージ１との相対変位を見る必要があります）
一致しない場合は、上記のように強制変位を与えたステージのみの変位を見ているかご確認ください。

Q3-10

A3-10

ひずみがマイナスの場合はどう解釈すれば良いか

ひずみのプラスは「圧縮」、マイナスは「引張」を表しております。

Q3-11

A3-11

変位図とひずみ図の相違なのですが、Y方向変位図とY方向ひずみ図の違いは、GLに対する相対的な変化量を示すのと
個々のメッシュ内の変化量の割合示すのとの違いである、という解釈でいいでしょうか。

図の解釈はその通りです。
変位図は節点の移動を表します。初期の位置からどれだけ各節点が変位したかを示します。
ひずみはメッシュ（要素）内の変化率を示しています。割合で表すので長さに対する変位を表します。

Q3-12

A3-12

解析実行を行ったところ「弾塑性解析データファイル(*.sta）のデータカード~に誤りがあります。データをご確認下さい。」
とのメッセージがでた

プロパティ設定の名称等に空白やカンマ、スラッシュなどが含まれていないかどうかをご確認下さい。
それら文字が含まれていますと、計算時に区切りと判断されてしまうためエラーとなります。

Q3-13

A3-13

貯水池の変形解析において対象の構造物築堤後に湛水させると地盤が膨張するような変形となった。
Y方向の応力が低減されているような結果となるのはなぜか？

本プログラムでは、水の影響を水圧荷重として考慮します。
たとえば１ｍの深さで土の単位体積重量が20kN/m3であれば、上載圧は20kN/m2です。
水圧荷重は、等方等圧にかかりますが上載圧だけに着目するならば、地表面に水位があると仮定すれば1mの水圧がかか
ることになります。
単純に水の単位体積重量を10kN/m3とすれば、水圧荷重がかかると10kN/m2となります。
水圧荷重なし 20kN/m2 →水圧荷重あり 10kN/m2となります。
水圧荷重がかかると応力が減少するようになります。
応力が減少すると、リバンドすなわち当初は大きな荷重があった土の要素が荷重がなくなる（除荷）と収縮していたものが
膨潤するような変形となります。



Q3-14

A3-14

解析結果の変形図で表示される線分は梁の変形を表しているのでしょうか。それとも梁の変形とは無関係な線分を表し
ているのでしょうか。

梁の変形を表しています。
ただし節点位置の変位量を計算で求めているので、節点と節点の間は繋いだ線が変形図として表現されます。

Q&Aはホームページ（http://www.forum8.co.jp/product/uc1/jiban/geoes.htm）にも掲載しております。
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